
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 22 年 5月 28 日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究代表者の専門分野：日本近代史学史・日本古代史 
科研費の分科・細目：史学・日本史 
キーワード：近現代史・京都地域・教育史・データベース 
 
１．研究計画の概要 
（１）目的 
本研究は、第二次世界大戦後、1950 年代
を中心に日本各地で展開された国民的歴史
学運動の、京都地域（京都市及び周辺地域）
における展開過程や、教育現場・文化行政な
どへの影響を、新出史料の調査検討と関係者
からの聴き取りによって明らかにする。地域
の戦後史を知る上で基礎となる史料情報を
発掘・整理し、同時期に広く見られた他の文
化・教育運動との相互関連について考察する
ことで、この運動を様々な立場の人々にとっ
ての「文化的経験」として定義し直す。 
（２）内容 
①日本史研究会・京都民科歴史部会等の学会
所蔵資料、京都教職員組合・奥丹後地方教職
員組合や地方史サークル等の資料の所在を
確認し、調査して目録を作成する。 
②戦後歴史学・地域教育を担った研究者・教
育者や一般市民から、1950 年代の京都周辺
地域における歴史学研究や教育運動等の実
態に関する聴き取り調査を行い、貴重な証言
を記録する。 
③調査・研究結果を随時公開するとともに、
データベース化し、今後の利用に供する。 
以上を研究代表者が主催する「戦後歴史学

ワーキンググループ」の関西の若手研究者数
名（研究協力者）とともに進めていく。 

 
２．研究の進捗状況 
（１）関連資料の調査・整理 
①京都の歴史関係学会の資料については、京
都民科歴史部会の全所蔵資料目録を完成し、
主要なものをデジタルデータ化した。その過
程で国民的歴史学運動の代表的な成果と評

価されている紙芝居「祇園祭」の 35mmフィ
ルム版を発見し、紙芝居を復元した。 
②教職員組合関係資料については、京都教育
センター・奥丹後教育会館所蔵資料の調査を
進め、1950・60 年代を中心に主要資料の分
類整理・目録作成中である。なお後者につい
ては所蔵先移転にともなう廃棄の可能性が
あり、近接する京丹後市の市史編さん室と交
渉して全点一括での移管を行った。 
③個人所蔵資料については、東上高志氏・故
三品彰英氏の資料を調査し、目録を作成した。 
④他地域の国民的歴史学運動に関する文献
史料の調査を、東京・熊本等で行った。 
（２）聴き取り調査 
 市原寿文・井ヶ田良治・藤間生大・脇田修・
池田富・堀江保次（ほか奥丹後教組の教職
員）・東上高志の諸氏に戦後の歴史学会や教
育運動の実態に関するインタビュー・座談会
を実施し、一部を原稿化した。 
（３）成果の公表 
①京都教職員組合主催の京都教研集会・公開
研究会において、2007年 11月 11日・2009
年 1月 24日・同年 9月 13日に研究成果を報
告した。 
②2008 年 2 月 24 日には、『昭和史論争を問
う』（日本経済評論社）の共著者を招いて公
開書評会を行った。 
③日本史研究会・京都民科歴史部会共催の市
民講演会（2008年 7月 13日）にて、復元し
た紙芝居「祇園祭」についての講演と学生サ
ークルによる上演を行い、TV や新聞各紙に
取り上げられるなど好評を博した。 
④成果の一端を研究代表者・協力者がそれぞ
れ論文化し、著書や学会誌等に発表した。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由)以前から進めつつあった京都教職員組
合資料・奥丹後教職員組合資料の調査につい
ては、2007 年度以降の取り組みによって最
終年度内に1950-60年代までの主要資料の目
録化がほぼ完了する目処が付いた。また個人
所蔵資料や聴き取り調査においては、当初予
定していた歴史学会の関係者数名の他に、も
と教職員や故人のご遺族などから未知の資
料や 1950 年代の実態に関する当事者ならで
はの貴重な証言を得ることが出来た。成果公
表に関しては、当初の計画以上に研究集会や
講演会などでの機会が増え、年度毎の成果を
まとめる良い機会となっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度となる本年度は、2007 年度以来蓄
積した調査成果（資料目録・聴き取り調査の
原稿・写真等）と、それを用いた論考からな
る報告書の作成を主に進める。また成果に関
する報告会を開き、調査・研究で得られた新
知見を地域へフィードバックする予定であ
る。本研究での資料情報・研究方法の蓄積を
ベースとして、今後はさらに調査研究の領域
（時間・空間）を拡大し、戦前・戦後の京都
における歴史意識の変容についての総合研
究を行っていきたい。 
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政治の多様性－民科京都支部歴史部会の
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